
北海道ブルーカーボン推進協議会開催要領 

 

（目的） 

第１条 「ゼロカーボン北海道」への貢献と、藻場・干潟の整備や保全により水産資源の

成育の場を創出するなど、より環境と調和した水産業の構築を目指して、新たな CO2 の

吸収源として期待される「ブルーカーボン」に関する取組を推進するため、「北海道ブル

ーカーボン推進協議会」（以下「協議会」という。）を開催する。 

 

（協議事項等） 

第２条 協議会は前条の目的を達成するため、次の事項について協議等を行う。 

(１) 北海道における CO2吸収量の評価に関する事項 

(２) 道内各地における取組の促進に関する事項 

(３) 情報発信・普及啓発に関する事項 

(４) その他目的の達成に必要な事項 

 

（組織） 

第３条 協議会の構成員は、研究機関、漁業関係団体、行政機関から森と海の未来づくり

推進監が選任する。 

２ 森と海の未来づくり推進監が必要と認めるときは、構成員以外の者に協議会への出席

を求めることができる。 

３ 協議会に座長を置き、森と海の未来づくり推進監が指名する。 

４ 協議会の事務を処理するため、水産林務部森林海洋環境局森林海洋環境課に事務局を

置く。 

 

（運営） 

第４条 協議会は、必要に応じて森と海の未来づくり推進監が招集し、主催する。 

 

（その他） 

第５条 この要領に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、森と海の未来

づくり推進監が定める。 

 

附則 

この要領は、令和４年 10 月 25日から施行する。  

 

附則 

この要領は、令和５年６月１日から施行する。 

 

附則 

この要領は、令和７年３月７日から施行する。 

 

附則 

この要領は、令和８年３月５日から施行する。  
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